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　本書は造船業における工程計画担当者へ向けた実用

的な指南書です。日程計画、配員計画、定盤計画とい

う複雑な要素を、熟練者の経験だけでなく、計算機に

よる支援で最適化する新しいアプローチを提案してい

ます。そこで用いるのがRCPSP（資源制約付きスケ
ジューリング問題）という手法で、造船工程を数理的

に定式化し、専用のソルバーを用いて最適な計画を導

き出します。第1章ではRCPSP法の概要を簡単な例題
で示し、第2章と第3章では、汎用計画ツール「工程's
オラリオ」と、求解ソルバー「OptSeq」の使用法を
詳述します。第4章では定盤計画、同時計画、逐次計
画の基礎を解説し、第5章と第6章では、実際の造船所
の協力を得て検討した実問題の解決事例を紹介しま

す。計画業務の効率化と最適化を実現するための、新

たな道筋を示した専門書です。

内容紹介

工程計画問題を解決する1つの有効な手法を解説！

RCPSP法による造船工程計画の実践
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